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育成する力 思考力

教科・学科 国語
地歴・

公民
数学 理科 保健体育 外国語 家庭

機械

システム
電気 電子情報 材料化学 工芸 デザイン 電気 電子情報 工芸 デザイン

テキスタイル

工学

月日 未定 11月3日 未定 11月20日 9月28日 10月17日 10月31日 10月29日 11月20日 11月20日 11月4日 9月25日 9月21日 11月20日 11月20日 9月25日 9月21日 6月18日

曜日 未定 土 未定 火 金 水 水 月 火 火 水 火 金 火 火 火 金 月

限 未定 ２限 未定 ５限 ６限 ６限 ４限 ５限 ５限 ５限 ４限 ３～４限 ３～５限 ５限 ５限 ３～４限 ３～５限 １限

授業者 小笠原 中野 松井 吉藤 石川 勝裕 奥名 宮本 安藤 辻 堀江 西澤 中口 安藤 辻 西澤 中口 長田

科目 現代文A 現在社会 数学Ⅰ 生物基礎 保健
コミュニケー

ション英語Ⅱ
家庭基礎 機械工作 電力技術 工業技術探究

地球環境

化学
課題研究 課題研究 電力技術 工業技術探究 課題研究 課題研究 新素材
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 随想・評論編

芸術「ミロの

ヴィーナス」

第２部　現在の

社会生活と人間

第１章　現在の

経済生活

５.現在の企業

第３章２次関数

第３節２次方程

式と２次不等式

体内環境を守る

しくみ

現代社会と健康 Lesson10  I

Promise to

Clean Up

Japan Once

and for All

安全で快適な住

生活をつくる

知的財産権につ

いて

配給設備容量

（配電系統の構

成）

身のまわりの音

技術

廃棄物と環境 卒業制作（金

工）コース合評

アイデイ発想か

らプレゼンテー

ション

配給設備容量

（配電系統の構

成）

身のまわりの音

技術

卒業制作（金

工）コース合評

アイデイ発想か

らプレゼンテー

ション

高強度・高弾性

繊維

手立て・

工夫

（場面）

前時までに学ん

だ第一段落を俯

瞰し、意見を出

し合いまとめる

ように指示す

る。

自分の考えを意

思表示し、それ

がクラス全体に

わかるようにし

て、その理由を

伝える場を設定

する

既習事項を活用

し、グループ学

習を行えるよう

にする。様々な

問題に触れるこ

とで、他の範囲

の問題にも活用

できることを知

り、深い学びが

できるようにす

る。

コンセプトマッ

プを利用し、視

覚的に学習のま

とめを行う場を

設定する。

既習事項や授業

前半の知識を活

用しながら、グ

ループ学習を行

えるようにす

る。グループで

新しい考えを導

き出せるように

段階に応じた課

題を設定する。

絵の描写という

生徒の得意分野

を活かして内容

を理解させ英語

での表現につな

げる。ICTを活

用し段階をふん

で言語活動を行

わせることによ

る創造力を高め

深い学びができ

るようにする。

具体的な空間や

設備、広さを

ワークシートで

示すことで住空

間の構成をイ

メージしやすく

する。

発想のおもしろ

さ、大切さに気

づくようにプチ

協議会を行う。

需要率、負荷

率、不等率の活

用を洗い出し、

それらを組み合

わせてを考えて

みる。

意見や発言、内

容がズレないよ

うにファシリ

テートする。進

行度合いによっ

て問題の範囲を

広げる。

既習知識の掘り

起こしを促し、

自身の体験とリ

ンクさせる。ま

た、現状説明で

はなくこれから

起こることを予

想し将来的予測

を踏まえて説明

できるよう考え

させる。

昨年行われた制

作の経験を活か

したアイデアで

あるか、ＯＧの

立場、作家の立

場から効果的な

アドバイスをす

る。

自分のアイディ

アはどのような

特徴があるかを

考えさせる。

発表原稿を作っ

てから発表を行

うに指導する。

意見や発言、内

容がズレないよ

うにファシリ

テートする。進

行度合いによっ

て問題の範囲を

広げる。

言葉だけでな

く、アイデアス

ケッチやモデル

等を使うことで

分かりやすく伝

えられる。

他の生徒の良

かったポイント

を全員発表す

る。事由に質問

すること。自分

のアイディを十

分に伝えること

ができる準備を

する。

工業技術探究ゼ

ミ活動の40人

版。学び合いを

通して思考力や

コミュニケー

ション力を育成

する。

学習到達点

ミロのヴィーナ

スが、両腕の欠

落によって普遍

的な美を獲得し

ているとする筆

者の考察を理解

し、分かりやす

く説明すること

ができる。

株式会社で、ど

のような活

動を行うこと

が、会社の利益

獲得に繋がるか

を考え、その理

由を発表する。

不等式が解とな

る過程を考察

し、2次不等式

の知識を用い

て、問題作成と

解答解説を作成

した。

免疫のシステム

に関する学習内

容を図示し、そ

れを課題解決に

活用することが

できる。

課題に対して、

既存の発想にと

らわれず、創意

工夫を凝らし、

新しい価値を生

み出す力

坂本龍馬の話の

概要を理解し、

イラストを描い

て説明すること

ができる。

ライフスタイル

に応じた住みや

すい住空間を構

成することがで

きる。

自分が持ってい

る知識や経験を

もとに、色々な

ものをイメージ

することができ

る。

需要率、負荷

率、不等率を組

み合わせて新し

い活用を考え出

すことができる

スピーカの構造

を知り、構造と

出てくる音の特

徴との関係を理

解し、考え出す

ことができる。

自身の知識と経

験を生かし、循

環型社会の必要

性を説明するこ

とができる。

作品のアイデ

ア・コンセプト

を考え出すこと

ができる

自分の思い（ア

イデア）に完全

に一致した表現

（かたち、色、

素材の組み合わ

せ）を考え出す

ことができる。

自分達のグルー

プの考えを伝え

ることができる

周りの意見を理

解したうえで、

自分の意見も伝

えられることが

できる

自分の言葉で分

かりやすく伝え

られる

他の生徒の発表

を聞き、良かっ

たポイントを見

つけて伝えるこ

とができる

繊維を高強力化

するための原理

を理解し、説明

することができ

る

コミュニケーション力創造力

学校研究　各学科・教科の実践授業　一覧


